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仏
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仏
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仏
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『
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本
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紀
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仏
教
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係
記
事

の
読
解

六
　

『
日
本
書
紀
』
の
仏
教
関
係
記
事
の
構
想
と
道
慈

む
す
び

(承
前
)

二
　

仏

教

伝
来

の
年

次

の
設
定

中
世
の
学
僧
の
指
摘

『
日
本
書
紀
』
が
仏
教
伝
来
の
年
次
だ
と
す
る
欽
明
十

三
年

(五
五
二
)
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
年
次
は
歴
史

的
事
実
を
伝
え
る
も

の
な

の
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
考
え
に
基
づ
い
て
意
図
的

ハユ
　

に
設
定
さ
れ
た
年
次
な

の
か
。

か

つ
て
益
田
宗
氏
が
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
年
次

に

つ
い
て
は
、
早
く
中
世
か
ら
、
末
法

の
は
じ
ま
る
年
に
当
た
る
と
す
る
指
摘
が

な
さ
れ

て
き
た
。

　　
　

た
と
え
ば
、
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
を
見
て
み
よ
う
。
同
書
は
橘
寺

の

法
空
の
著
作
で
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』

の
注
釈
書
。
正
和
三
年
（
一
三
一
四
)
の
成

立
で
あ
る
。

そ
の
欽
明
十
三
年

の
と

こ
ろ
に
は

十
三
年
　

貴
楽
元
年
。

二
年
ア
リ
。

皇
代
記
云
。
貴
楽

元
　

冬
十
月
。
百
済
国
始
貢
幡
蓋
、
仏
像
、
経
論
。

日
本
仏
法
最
初
也
。
当
如
来
滅
後

一
千
五
百

一
年
也
云

。々

と
あ
る
。

こ
こ
で
は

『
皇
代
記
』
と

い
う
書
物
が
引
用
さ
れ
、
欽
明
十
三
年

(
こ

れ
を

「貴
楽
元
年
」
と
す
る
)
壬
申

の
冬
十
月
に
百
済
国
が
は
じ
め
て
幡
蓋
、
仏
像
、

経
論
を
貢
じ
た
の
が
日
本

の
仏
法

の
最
初

で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
如
来

の
滅
後

一
五

〇

一
年
に
当
た
る
と
す

る
説
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
の

『
皇
代
記
』
と
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か
。
中
世
に
は

『
皇
代
記
』
と

い

う
書
名

の
年
代
記
が
か
な
り
流
布
し
た
よ
う
で
、
貴
族
、
知
識
人
た
ち
に
利
用
さ

れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
慈
円

『
愚
管
抄
』
に
も

『
皇
代
記
』
を
参
照
し
て
い
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
今

日
の
年
表

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
同
名
異
本
も
多
く
、
内
容
が
異
な
る
複
数

の
テ
キ

ス
ト
が
流
布
し
て
い
た
。

現
存
本

で
広

く
知
ら
れ

て
い
る
の
は
、
『
群
書
類
従
』
(巻
第
三
+

一
)
に
収
め
ら

ハヱ

　　　

れ
た
も

の
と
、
『
神
道
大
系
』

(神
宮
編
二
)
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
後
者
は

『
皇
代
記
』

の
各
項
に
伊
勢
神
宮

に
関
す
る
事
柄
が
書
き
入
れ
ら
れ



た
テ
キ
ス
ト
に
な

っ
て
お
り
、
今

日
、
『
皇
代
記
　
付
年
代
記
』
と

い
う
書
名
が

つ

け
ら
れ
、
他
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
『
群
書
類
従
』
本
は
、
天
皇

の
代

々

を
順
に
記
し
、
各
天
皇
ご
と
に
そ
の
系
譜
、
略
歴
、
在
位
年
数
や
、
主
要
な
事
跡

な
ど
を
記
し
た
内
容

の
書
物

に
な

っ
て
い
る
。

そ
の
欽
明
天
皇
の
と

こ
ろ
に
は
、

「或
記
云
。
天
皇
十
三
年
壬
申
。

百
済
国
献
仏
像
経
巻
等
。
善
光
寺
仏
其
内
也
。

是
仏
法
来
本
朝
之
始
也
。
仏
滅
以
後

一
千
四
百
八
十
余
年
云
々
」
と
あ

っ
て
、
欽

明
十
三
年
を
仏
滅
後

一
四
八
〇
余
年
と
す
る
説
が
述

べ
ら
れ
て

い
る
。

こ
こ
か
ら
、

法
空
が
引
用
し
た

『
皇
代
記
』
は
、
『
群
書
類
従
』
本
と
は
別

の
内
容
を
も

つ
本

だ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
欽
明
十
三
年
を
仏
滅
後

一
四
八
〇
余
年
と
す
る
説
は
、

あ
る

い
は
善
光
寺
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
説
か
も
し
れ
な

い
。

以
上
、
法
空
が
見
た

『
皇
代
記
』
に
は
欽
明
十
三
年
を
仏
滅
後

一
五
〇

一
年
と

す
る
説
が
記
さ
れ
て
お
り
、
彼
は
そ
の
説
を
採
用
し
て

『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘

文
』
に
そ
う
記
し
た
。
法
空
は
、
正
法
五
百
年
説

に
立

つ
な
ら
、
欽
明
十
三
年
が

末
法
に
入
る
年
に
当
た
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。

な
お
、
欽
明
十
三
年
が

「貴
楽
元
年
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の

「貴
楽
」
と

い
う
年
号
は
、
中
世
に
流
行
し
た
偽
年
号

(し
ば
し
ば

「私
年
号
」
と
呼
ば
れ
る
が
、

　ら
　

「偽
年
号
」
と
呼
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
)

の

一
つ
で
、
他

に

『
二
中

歴

』

や

『
善

光
寺

縁

ハ　
　
起
』
な
ど
に
も
同
年
を

「貴
楽

元
年
」
と
す
る
説
が
記
さ
れ

て
い
る
。
　　
ソ

次

に
、
『
皇
代
記
』
と
同
類
の
中
世

の
年
代
記
の

一
つ
に

『
一
代
要
記
』
が
あ

る
。
そ
の
欽
明
十
三
年

の
と

こ
ろ
に
も

今
年
仏
法
始
自
漢
土
来
本
朝
、
後
漢
明
帝
永
平
十
年
、
丁
卯
、
仏
法
自
天
竺

渡
漢
土
、
其
後
至
干
今
年
四
百
八
十
六
年
也
。
自
仏
入
滅
之
後

一
千
五
百

一

年
Q

`

、

と
あ

っ
て
、
欽

明

十

三
年
が

仏
滅
後

一
五
〇

一
年

に
当

た

る
と
す

る
説
が
述

べ
ら

れ

て

い
る
。

　　

　

ま
た
、
実
祐

『
東
大
寺
雑
集
録
』
巻

八
に
も

仏
入
滅
　

針

吾
朝
葺
不
合
尊
。

八
十
三
萬

五
千
七
百
五
十
四
年

ニ
当

ル
。

震
旦

ニ
ハ
周
ノ
第

五
主
穆
王
五
十
武
年

ニ
当
ル
。
其
後

一
千
十
六
年

ヲ
経
テ
、

後
漢

ノ
第
二
主
明
帝
永
平
十
年
　

仏
法
始
震
旦

ニ
来

ル
。
本
朝
第
十

一
代

垂
仁
九
十
六
年

ニ
当

ル
。
夫

ヨ
リ
四
百
八
十
六
年

ニ
本
朝
欽
明
十
三
年

日
本

ニ
来

ル
。
都
合

一
千
五
百

一
年

ニ
此
国

ニ
来
レ
リ
。

と
あ

っ
て
、
同
様

の
説
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
同
書
は
、
仏
滅
年
を
周

の
穆
王
五

十

二
年
と
し

て
い
る
が
、

こ
の
説
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
古
代
中
世

の
日
本
に

お
い
て
仏
滅
年
比
定

の
最
有
力
説
に
な

っ
て
い
た
。
以
上
よ
り
、
実
祐
も
正
法
五

百
年
説
に
立

つ
な
ら
、
欽
明
十
三
年
が
末
法
に
入
る
年
に
当
た
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
と
見

て
よ
か
ろ
う
。

ハ
　
　

さ
ら

に
、

一
層

は

っ
き

り
し

て

い
る

の
が
、

存
覚

『
六

要
紗
』

で
あ

る
。

同
書

　り
　

は

『
教
行
信
証
』
を
注
釈
し
た
書
物

で
、
延
文
五
年

(
一
三
六
〇
)
の
成
立
。
『
教

行
信
証
』
が
述

べ
る
正
像
末
思
想
に
注
釈
し
て
、
仏
教
伝
来
年
に

つ
い
て
よ
り
踏

み
込
ん
だ
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
『
教
行
信
証
』
化
真
土
巻
に
は
、
正
像
末

の

末
法
思
想
を
論
じ
て
時
機
論
に
及
び
、
そ
の
観
点
か
ら
聖
道
門
を
批
判
す
る
く
だ

り
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
正
法
を
五
百
年
、
像
法
を

一
千
年
、
末
法
を

一
万
年
と

す

る
末
法
思
想
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た

『
大
集
月
蔵
経
』
が
説
く
五
堅
固
説

(仏
滅

後
五
百
年
ご
と
に
仏
法
が
衰
え
て
い
く
と
す
る
末
法
思
想
)
に

つ
い
て
も
言
及
が
み
ら



れ
る
。
仏
滅
年

に

つ
い
て
は
、
法
上
ら
の
説
だ
と
し
て
、
周
異

(『
周
書
異
記
』
の

こ
と
)
に
よ

っ
て
周

の
穆
王
五
十

一
年

の
壬
申

の
年
と
す
る
説
が
紹
介
さ
れ
、
そ

の
年
か
ら
元
仁
元
年

(
一
二
二
四
)
甲
申
ま

で
二
千

一
百
八
十
三
歳
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
最
澄
の
著
と
さ
れ
て
い
た

『
末
法
灯
明

記
』
が
引
か
れ
て
、
仏
滅
か
ら
延
暦

二
十
年

(八
〇

一
)
辛
巳
ま
で

一
千
七
百
五

十
歳
が
経
過
し
た
と
す
る
理
解
が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
仏
滅
年
に

つ
い
て
、
先

の

説
以
外
に
も
費
長
房
ら
に
よ
る
周
の
匡
王
四
年

の
壬
子
の
年
と
す

る
異
説
が
あ

る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

(な
お
、
中
国
に
お
け
る
仏
滅
年
を
め
ぐ
る
諸
説
や
そ
れ
に

関
わ
る
書
物
の
成
立
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)
。

さ
て
、
存
覚
は
、
以
上

の

『
教
行
信
証
』

の
記
述

に
対
し
て
、
『
六
要
紗
』
第

六

(末
上
)
で

至
我
等
者
、
下
所
被
引
末
法
灯
明
記
両
説
内
周
異
記
意
、
仏
涅
槃

後
、
至
我

延
暦
二
十
年
辛
巳

一
千
七
百
五
十
歳
也
。
就
之
勘
之
、
自
同

二
十

一
年
壬
午

至
干
元
仁
元
年
甲
申
四
百
二
十
三

ヶ
年
也
。
傍
仏
涅
槃

至
件
甲
申
二
千

一
百

七
十
三
年
。
而
云
人
十
其
八
之
字
書
生
誤
歟

。
宜

云
七
也
。
已
以
等
者
、
且

依
正
法
五
百
年
説
。
若
依
此
説
、
欽
明
天
皇
治
十
五
年
貴
楽
二
年
壬
申
之
暦

始
入
末
法
。
自
其
壬
申
至
此
元
仁

元
年
甲
申
六
百
七
十
三

ヶ
年
也
。
而
云
八

十
其
八
之
字

誤
又
同
前
、
宜

云
七
也
。
若
依
正
法
千
年
説
者
、
後
冷
泉
院
御

宇
永
承
七
年
壬
辰
始
入
末
法
。

と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
存
覚
は
、
『
教
行
信
証
』
が
仏
滅
後
元
仁
元
年
ま

で

を
二
千

一
百
八
十
三
歳
と
し
た

の
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
二
千

一
百
七
十
三
年
だ

か
ら
、

「
八
」
は

「
七
」

に
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
指
摘
す
る
。

こ
れ
は

指
摘

の
通
り
で
あ
る
。
そ

の
上
で
、
彼
は
、
正
法

五
百
年
説
を
と
る
な
ら
、
わ
が

国
で
は
欽
明
十
五
年
壬
申
に
末
法
に
入

っ
た
こ
と
に
な
る
と
述

べ
て
い
る
。

こ
こ

の

「十
五
年
」
は
不
可
解

で
あ
る
が
、

「壬
申
」
と
あ
る
か
ら

「
十
三
年
」

の
誤

記
な

い
し
勘
違

い
と
見
て
よ
い
と
思
う
。
そ
れ
を
、
ま
た
、
中
世
に
流
行
し
た
偽

年
号
に
よ

っ
て

「貴
楽
二
年
」
と
し
て
い
る
。

こ
こ
も
、

二
年
と
す
る
説
が
あ
る

い
は
存
在

し
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、

「元
年
」

の
誤
記
な

い
し
勘
違

い
の
可
能

性
が
高

い
。
そ
し
て
、
も
し
正
法
千
年
説
を
と
る
な
ら
、
わ
が
国
で
は
永
承
七
年

(
一
〇
五
二
)
に
末
法
に
入

っ
た

こ
と
に
な

る
と
も
述

べ
て

い
る
。

以
上
よ
り
、

存
覚
は
、
『
日
本
書
紀
』
が
仏
教
伝
来
年
と
す
る
年

は
、
正
法
五
百
年
説
に
依
拠

す
る
な
ら
、
末
法
に
入
る
年

に
当
た
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

近
代
に
お
け
る
研
究
史

近
代
歴
史
学
に
お

い
て
、
『
日
本
書
紀
』

の
仏
教
伝

来
年
が
末
法
第

一
年
目
に
当
た
る
こ
と
を
は
じ
め
て
述

べ
た
の
は
田
村
圓
澄
氏
で

　け
　

あ

っ
た
。
氏
は
古
代
中
世
の
末
法
思
想
全
般
を
論
じ
る
中

で
こ
の
説
を
述
べ
た
が
、

た
だ
そ
の
最
初

の
指
摘
は
ご
く
簡
略
な
も

の
で
、
な
ぜ
末
法
第

一
年
目
に
設
定
し

た
の
か
に

つ
い
て
も
、

「『
仏
所
記
我
法
東
流
』
を
段
階
的
に
区
切
る
た
め
、
ま
た

仏
法
興
隆

の
事
実
に
よ

っ
て
、
末
法
の
教
説
を
克
服
す
る
た
め
」
と
述
べ
る
に
と

ど
ま

っ
て
い
た
。

　び
　

こ
れ
を
承
け
た
益
田
宗
氏
は
、

田
村
氏

の
簡
略
な
指
摘
を
発
展
さ
せ
、
『
日
本

書
紀
』
仏
教
伝
来
記
事
は
編
纂
段
階

で
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
創
作
者

ノ

　な

に

つ
い
て
は
井
上
薫
説
が
正
し
く
、
道
慈
に
よ
る
も

の
だ
と
し
た
。
そ
し
て
、
道

慈
は
三
論
教
学
に
通
じ
て
お
り
、
末
法
思
想
に
基
づ
い
て
伝
来

の
年
次
を
末
法
第



一
年
目
に
設
定

し
た
と
し
た
。
な
ぜ
そ
う
し
た
年
次
に
設
定
し
た
の
か
に

つ
い
て

は
、
『
日
本
書
紀
』

は
安

閑

・
宣
化
王
朝
と
欽
明
王
朝
の
二
朝
並
立
を
そ

の
ま
ま

記
す
わ
け
に
は
い
か
ず
、
そ
の
事
実
を
隠
蔽
す
る
た
め
、
欽
明
の
治
世

の
最
初

の

方
を
削
除
し
て
、
代
わ
り
に
安
閑

・
宣

化
の
治
世
を
挿
入
し
た
。
そ
の
結
果
、
欽

明
の
治
世
か
ら
戊
午
年
が
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
や
む
を
え
ず
仏
教
史

で

意
味

の
あ
る
壬
申
年
を
も

っ
て
仏
教
伝
来

の
年
次
に
設
定
し
た
と
論
じ
た
の
で
あ

る
。

　ロ
　

こ
の
論
を
受
け
た
田
村
氏
は
、
自
説
を
成
長
さ
せ
て
、
『
日
本
書
紀
』
仏
教
伝

来
記
事
は
道
慈

に
よ

っ
て
筆
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が

(井
上
薫
説
を
支
持
)
、

年
次
も
ま
た
彼
に
よ

っ
て
末
法
第

一
年
目
に
措
定
さ
れ
た
と
し
た
。
な
ぜ
そ
う
設

定
し
た

の
か
に

つ
い
て
は
、
「
日
本

の
仏
法
興
隆

の
事
実
を
背
景
と
す

る
こ
と
に

よ
り
、
末
法
期
を
迎
え
た
唐

の
仏
教
に
対
す
る
優
越
感

の
保
持
を
意

図
し
て
い

た
」
と
論
じ
た
。

　
め
　

こ
れ
ら
の
説
に
対
し
て
井
上
薫
氏
は
、
益
田
説
を
批
判
し
て
、

二
王
朝
の
並
立

を
隠
す
こ
と
と
仏
教
伝
来
年
を
末
法
第

一
年
目
に
設
定
す
る
こ
と
と
は
別
問
題
だ

と
論
じ
、
ま
た

田
村
説
を
批
判
し
て
、
道
慈
は

『
愚
志
』
に
お
い
て
日
本

の
仏
教

が
唐

に
比
し
て
劣

っ
て
い
る
こ
と
を
嘆

い
て
お
り
、
唐
に
優
越
感
を
持

っ
て
い
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
論
じ
た
。

こ
れ
は
は
な

は
だ
妥
当
な
批
判

で
あ
る
と
私
は

　ね

　

考
え
る
。

私
は
、
『
日
本
書
紀
』

の
仏
教
伝
来
年
が
末
法
第

一
年

目
に
な

っ
て
い
る

の
は
、

た
ま
た
ま
そ
う
だ

っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
先
行
研
究
が
指
摘
し
た
通
り
、
編

纂
者

に
よ

っ
て
あ
え

て
そ
う
設
定
さ
れ

た
か
ら
だ
と
考
え
る
。
た
だ
、
な
ぜ
そ
う

さ
れ
た

の
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
説
得
的
な
理
由
を
提
示
で
き
て
い

な

い
と
思
う
。
だ
が
、
何
で
あ
え
て
そ
う
し
た
年
次
に
設
定
し
旗

の
か
が
説
明
で

き
な
く
て
は
必
要
で
十
分
な
理
解
に
は
至
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
仏
教
伝
来
と

い

え
ば
、
仏
教
の
歴
史
に
と

っ
て
は
、
大
変
輝
か
し
く
晴
れ
や
か
な
出
来
事

で
あ
る
。

そ
れ
を
、

マ
イ
ナ

ス
の
イ
メ
ー
ジ

の
強

い
末
法

の
第

一
年
目
に
あ
え
て
設
定
し
た

の
は
い
か
な
る
考
え
に
よ
る
の
か
。
そ
の
理
由
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ

ハほ
　

ろ

う

。

　
リ

ソ

水
野
柳
太
郎
氏
は
、

こ
の
点
に

つ
い
て
、
仏
滅
後

一
五
〇

一
年
目
の
年
を
末
法

に
入
る
年
と
理
解
す
る
か
ら
、
そ
の
設
定
理
由
が
よ
く
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま

う
の
だ
と
考
え
た
。
氏
は
、
そ
こ
で

『
大
集
経
』
(『
大
集
月
蔵
経
』
)
の
説
く
五
堅

固
説
に
注
目
し
た
。

五
堅
固
説
と
は
、
仏
滅
後
、
五
百
年
ご
と
に
、

「解
脱
堅
固

(正
法
)
」
「禅
定
堅
固
」

「多
聞
堅
固
」
「造
寺
堅
固
」
「闘
争
堅
固

(百
法
隠
没
)
」

と
時
代
が
変
転

し
て
い
く
と
す
る
時
代
観
で
あ
る
。

こ
の
説
も
、
仏

の
死
後
、
次

第
に
仏
教
が
衰
退
す
る
と

い
う
点

で
末
法
思
想
に
共
通
す
る
が
、
古
代

の
日
本
は

国
家
仏
教

の
興
隆
と
い
う
思
想
か
ら
造
寺
事
業
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
時
代

で
あ

っ
た
か
ら
、

「末
法
」
と
す

る
よ
り
は

「造
寺
堅
固
」

の
第

一
年

目
と
す

る
方
が

わ
か
り
や
す
く
、
そ
う
し
た
考
え
方
か
ら

『
日
本
書
紀
』

の
仏
教
伝
来
年
が
設
定

さ
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
水
野
氏

の
説
も
ま
た
二
つ
の
点
で
成
り
立
た
な

い
と
私
は
考
え
る
。

一

つ
は

『
大
集
経
』

の
説
く
五
堅
固
説

の
理
解
が
不
十
分
な

こ
と
で
あ
る
。
五
堅
固

説
と
末
法
思
想
と
を
別

の
思
想

の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
は
正
し
く
な

い
。
詳

し
く

は
後
述
す
る
が
、
中
国
に
お

い
て
、
末
法
思
想
は
む
し
ろ

『
大
集
経
』

か
ら
始
ま



っ
た
と
見
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
説
く
と

こ
ろ
を
末
法
思
想
と
別
物

の
よ
う
に
と

ら
え
る
理
解
は
妥
当
性
を
欠
く
。
も
う

一
つ
は

『
日
本
書
紀
』

の
読
解
が
不
十
分

な
こ
と

で
あ
る
。
氏
は
、
本
来
喜
ば
し
い
は
ず

の
仏
教
伝
来
が
末
法

の
は
じ
ま
る

年
に
か
け
ら
れ
て
い
る
の
は
理
解

し
が
た

い
と
考
え
、

「造
寺
堅
固
」
の
は
じ
ま

る
年
な
ら
ま
だ
し
も
理
解

可
能
だ
と
考
え
た
。

し
か
し
、
『
日
本
書
紀
』

は
、
仏

教
伝
来

の
年
次
を
あ
え

て
末
法
第

一
年
目
に
設
定
し
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
こ
と

を
正
面
か
ら
受
け
止
め
な
く

て
は

『
日
本
書
紀
』
を
読
解
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

で
は
、
『
日
本
書
紀
』

は
、
ど

の
よ
う
な
発
想
か
ら
仏
教
伝
来
年
を
末
法
第

一
年

目
に
設
定
し
、
ど

の
よ
う
に
話
の
全
体
像
を
構
想
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
　
中
国
に
お
け
る
末
法
思
想
と
末
法
初
年

末
法
思
想
の
成
立

末
法
思
想
は
、

い

つ
ど

こ
で
ど

の
よ
う
に
は
じ
ま

っ
た
も

　　
　

の
な
の
か
。
な
お
不
明
の
点
が
多

い
が
、
近
年

の
研
究
を
参
照
す

る
な
ら
、
末
法

思
想
の
萌
芽
は
、
北
イ
ン
ド
の
弥
勒
信
仰
の
中
で
生
ま
れ
た
も

の
ら
し
い
。
そ
れ

は
ま
も
な
く
中
国
に
伝
え
ら
れ
、
中
国
に
お
い
て
本
格
的
に
発
展
を
遂
げ

て
、
独

自

の
思
想

へ
と
昇
華
し
て
い

っ
た
。

中
国
に
お
け
る
末
法
思
想

の
興
起
は
六
世
紀

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
北
イ

ン
ド

の

烏
場
国

(ス
ワ
ー
ト
地
方
)
出
身

の
僧
で
あ

る
那
連
提
耶
舎

(
N
a
r
e
n
d
r
a
y
a
s
a
s
 

四
九

〇
～
五
八
九
)
が
、
北
斉

の
天
保
七
年

(五
五
六
)
に
北
斉

の
?
都

に
渡
来
し
た
。

時

の
皇
帝
は
仏
教
を
信
仰
、
保
護
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
文
宣
帝

で
、
そ
の
国
家

　ハ
レ

事
業
と
し
て
、
那
連
提
耶
舎
は
経
典

の
翻
訳
を
行
な

っ
た
。
そ
の
中
に

『
大
集
月

　む

　ヨ

蔵
経
』
(五
六
六
漢
訳
)、
『
蓮
華
面
経
』
(五
八
四
漢
訳
)
と

い

っ
た
末
法
思
想
を
説

く
経
典
が
あ

っ
た
。

『
大
集
月
蔵
経
』
(十
巻
、
現
在
は

『
大
方
等
大
集
経
』
全
六
十
巻
に
含
ま
れ
る
)
は
、

末
法
思
想
を
説
く
教
典
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
経
典

の

「分
布
閻
浮

提
品
」
第
十
七

で
は
、
仏
滅
後
五
百
年
ご
と
に
仏
法
が
衰
退
し
て
い
く
と
い
う
五

堅
固
説
が
説
か
れ
、
ま
た

「法
滅
尽
品
」
第
二
十
で
は
、
将
来
生
じ
る
で
あ
ろ
う

「法
滅
」

の
世

の
あ
り
さ
ま
が
予
言
的
に
描

写
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
経
典

で
は

「正
法
」

「像
法
」

の
語
が
用
い
ら
れ
、
ま
た

「末
法
」

の
語
は
用

い
ら
れ
て
い

ハの
　

　　

な

い
が
、

「法
滅
」

の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
小
谷
仲
男
氏
に
よ
れ
ば
、

こ
の

経
典

の
本
旨
は
、
し
か
し
、
未
来
に
生
ず
る
法
滅

の
世

の
悲
惨

で
嘆
か
わ
し
い
あ

り
さ
ま
を
描
く
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
の
ち
に
、
未
来
仏
で
あ
る
弥

勒
が
出
現
し
て
、
法
滅

の
世
を
克
服
し
て
、
正
し
く
幸
せ
な
世
が
回
復
さ
れ
る
こ

と
を
説
く
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
。

小
谷
氏
は
、

ま
た

『
蓮
華
面
経
』

に
も
注
目
す
る
。
?

賓
国

(ガ
ン
ダ
ー
ラ
)

で
は
仏

の
涅
槃

後
も
し
ば
ら
く
は
国
中
に
活
気
が
あ
ふ
れ
、
仏
法
は
興
隆
し
て
い

た
。
だ
が
、
や
が
て
蓮
華
面
と

い
う
者
が
現
れ
る
。
彼
は
実
は
仏
法

の
敵

で
あ
り
、

寐
?
曷

羅
倶
邏

(ミ
ヒ
ラ
ク
ラ
)
と

い
う
国
王
に
転
生

し
て
、

つ
い
に
仏
鉢
を
破

壊
す
る
と

い
う
廃
仏
を
行
な
う

(悪
王
ミ
ヒ
ラ
ク
ラ
の
廃
仏
)。

こ
れ
に
よ
り
、
仏

法
は

一
気
に
衰
退

の
道
を
歩
み
、
世
は
魔

の
支
配
す
る
と

こ
ろ
に
な
り
、
サ
ー
ガ

ラ
竜
王
の
王
宮

に
の
み
わ
ず
か
に
仏
法
が
残
る
ば
か
り
の
暗
黒
時
代
に
な

っ
て
し

ま
う
。

し
か
し
、
そ
こ
に
弥
勒
仏
が
出
現
し
、
仏
鉢
と
仏
舎
利
も
出
現
し
、
正
し

い
世
が
回
復
さ
れ
る
、
と

い
う
教
え
が
説
か
れ
て
い
る
。

小
谷
氏
に
よ
れ
ば
、

こ



の
経
典

の
筋
立
て
は
、
「
仏
涅
槃

↓

仏
法

の
衰
退
と
悪
世

の
到
来

↓

人

々
の

悔
恨
と
平
和
の
回
復

↓

弥
勒
仏

の
出
現
」
と
ま
と
め
ら
れ
る
と
い
う
。

那
連
提
耶
舎
が
翻
訳
し
た
経
典
で
は
、
釈
迦

の
死
後
、
仏
法
は
し
だ

い
に
衰
退

し
、
や
が
て
法
滅

の
暗
黒
時
代

に
な
る
が
、
そ

こ
に
未
来
仏
で
あ

る
弥
勒
仏
が
出

現
し
て
仏
法
は
再
興
さ
れ
、
正
し
い
世
が
回
復
さ
れ
る
と

い
う
思
想
が
説
か
れ
た
。

彼
が
訳
し
た
経
典

の
う
ち
、
特
に

、『
大
集
月
蔵
経
』
は
、
そ
の
後
の
北
周

・
階

.

　お
ね

唐

(拓
跋
国
家
)
の
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
や
が

て
独
自

の
末
法
思
想
が

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　ハ
　

『
立

誓
願

文

』
　

慧

思

(五

一
五
～
五
七
七
)

の

『
南

岳

思
大

禅
師

立
誓

願

文
』

(『
立
誓
願
文
』
と
略
称
、
五
五
八
年
成
立
と
さ
れ
る
)
は
、

「末
法

」

の
語

が
見

え

る

　れ
　

最
初
期

の
文
献
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
れ
を
め
ぐ

っ
て
は
、
江
戸
時
代

か
ら
偽
作

で
は
な

い
か
、
あ
る

い
は
多
く
付
加
が
あ
る

の
で
は
な

い
か
と
す
る
疑

問
が
呈
せ
ら
れ
、
真
偽
未
定

に
な

っ
て
い
る
。
私
は
、
か

つ
て
恵
谷
隆
海
氏
が
指

　
の
り

摘
し
た
五
点

の
疑
問
点
は
大
変
説
得
的

で
、

こ
れ
に
対
す
る
有
効
な
反
論
は
未
だ

な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え

て
い
る
。

私

は
、
ま
た
、
同
書
の
冒
頭
部
分
の

末
法
に
入

っ
て
か
ら
九
千
八
百
年
が
過
ぎ
た
後

に
、
月
光
菩
薩
が
中
国
に
出

現
し
、
法
を
説
い
て
大
い
に
衆
生
を
救
済
す
る
。
満
五
十
二
年
た

り
て
涅
槃

に
入

っ
た
後
に
、
『
首
楞
厳
経
』
『
般
舟
三
昧
経
』
が
先
ず
滅
び
、
そ

の
他

の

経
典
も
次
第
に
滅
び
、
『
無
量
寿
経
』
が
そ

の
後
百
年
と
ど
ま

っ
て
、
大

い

に
衆
生
を
救
済
す
る
が
、
そ
の
後
滅
ん
で
大
悪
世
と
な
る
。

私
は
今
、
弥
勒

仏
が
出
現
す
る
ま

で
、

(釈
迦
の
法
を
)
持

っ
て
滅
び
さ
せ
な
い
よ
う
に
さ
せ
、

衆
生
を
教
化
す
る

こ
と
を
誓
願
す
る
。
(中
略
)
そ
う
し
て
五
十
六
億

万
年

　　
　

後
に
、
ぜ
ひ
と
も
仏
道

の
功
徳
を
具
え
て
弥
勒
仏
に
お
め
に
か
か
り
た

い
。

　れ
　

と
い
う
記
述
に
注
目
し
た

い
。
実
は
、

こ
こ
は

『
法
滅
尽
経
』

の
記
述
を
ふ
ま
え

た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
『
法
滅
尽
経
』

で
は
、
仏
法
が
今

に
も
滅
び
よ
う
と
す

る
時
、
月
光
童
子
が
出
現
し
、
五
十

二
年
間
仏
法
を
復
興
し
、
そ

の
後
、
『
首
楞

厳
経
』
『
般
舟
三
昧
経
』
が
現
れ
る
が
こ
れ
も
ま
も
な
く
消
滅
し
、
次

い
で
十
二

部
経
が
現
れ
る
が

こ
れ
も
ま
も
な
く
消
滅
し
て
し
ま
う
。
だ
が
、
最
後
に
は
弥
勒

仏
が
出
現
し
て
最
終
的

に
世
を
救
済
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
立
誓
願
文
』

の
記
述
は
そ
れ
と

ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
が
、

「十
二
部
経
」

の
部
分
が
な
く
な
り
、

代
わ
り
に

『
無
量
寿
経
』
に
よ
る
百
年
間

の
仏
法
復
興
と
そ
の
消
滅
が
語
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

末
法
思
想
は
、
最
初
、
弥
勒
信
仰
を
信
奉
す
る
集
団
で
唱
え
ら
れ
、
そ
れ
が
他

の
集
団
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
や
が
て
阿
弥
陀
信
仰
を
信
奉
す
る
集
団
に
も
吸

収
、
採
用
さ
れ
る
と

こ
ろ
と
な

っ
た
。
『
立
誓
願
文
』

は
、
末
法
思
想

の
本
家
と

い
う

べ
き
弥
勒
信
仰
を
信
奉
す
る
集
団
が
、
末
法
思
想
を
吸
収
し
た
他
の
集
団
、

と
り
わ
け
阿
弥
陀
信
仰
を
信
奉
す
る
集
団
に
対
抗
す
る
目
的
で
作
成
し
た
文
献
で

は
な

い
か
と
私
は
考
え
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
、

こ
の
書

の
成
立
は
、
阿
弥
陀
信

仰
に
よ
る
末
法
思
想
が
興
起
し
た
の
ち
と

い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

『
立
誓
願
文
』

の
著
者
は
、
正
法
五
百
年
、
像
法
千
年
、
末
法

一
万
年

の
説
を

述
べ
、
ま
た
、
自
分
は
末
法
第
八
十
二
年
目
の
年
に
生
ま
れ
た
と
述

べ
て
い
る
。

著
者
が
仮
に
慧
思

(同
書
で
は
五

一
五
の
生
ま
れ
と
さ
れ
る
、
『
続
高
僧
伝
』
で
は
五

一



四
年
の
生
ま
れ
)
だ
と
す
る
と
、
彼
は
強
い
末
法
思
想
を
有

し
て
い
た
と

い
う

こ

と
に
な
る
し

(彼
の
他
の
著
作
に
は
末
法
思
想
は
全
く
う
か
が
え
な
い
が
)
、
中
国
の
末

法
思
想

の
壁
頭
を
飾
る
僧
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
末
法
の
第

一
年
目
を
四

三
四
年
と
す
る
説
に
立

っ
て
お
り
、
他
と
は
異
な
る
独
自
の
末
法
初
年
の
比
定
を

し
て
い
た
と
い
う

こ
と
に
も
な
る
。
だ
が
、
私
は
、
こ
の
文
献

の
取
り
扱

い
に
は

な
お
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

中
国
仏
教
に
お
け
る
末
法
思
想

の
発
展

や
が
て
、
末
法
思
想

は
中
国
に
お
い

て
独
自

の
進
展
を
遂
げ

て
い
っ
た
。

そ
の
契
機
と
な

っ
た

の
は
、
す

で
に
指
摘
さ

れ

て
い
る
よ
う
に
、
北
周

の
武
帝

の
廃
仏
で
あ

っ
た
。
廃
仏
に
よ
る
仏
法
の
破
壊
、

衰
退
は
、
人
び
と
に
末
法
の
到
来
を
リ
ア
ル
に
実
感
さ
せ
、
末
法
を
宣
揚
す
る
思

　　
　

想
は
大
き
く
発
展
し
て
い
っ
た
。

高
雄
義
賢
氏
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
浄
影
寺
慧
遠

(五
二
一二
～
五
九
二
)
が
、
正
法
五

百
年
、
像
法
千
年
、
末
法

万
年
と
す
る
説
を
説

い
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
在
が
末

法
の
世
で
あ
る
と
は
説

い
て
い
な

い
と

い
う
。
ま
た
、
吉
蔵

(五
四
九
～
六
二
三
)

も
、
正
法
五
百
年
、
像
法

一
千
年
、
末
法

一
万
年
説
に
何
回
か
言
及
し
て
お
り
、

末
法
思
想
を
有
し
て
い
た
と
し
て
よ

い
。
年
数
に

つ
い
て
の
異
説
も
六
説
に
わ
た

っ
て
紹
介

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
在
が
像
法
に
当
た
る
か
末
法
に
当
た
る
か
に

つ
い
て
は
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。

彼
ら
に
比
べ
、
三
階
教
（

三
階
衆
)
の
祖

の
信
行

(五
四
〇
～
五
九
四
)
は
、
よ

　お
　

り
強

い
末
法
思
想

の
持
ち
主
だ

っ
た
。
信
行
は
、
末
法
、
濁
世
、
劣

っ
た
人
に
ふ

さ
わ
し
い
仏
法
と
は
何
か
を
構
想
し
、
第
三
階

の
衆
生
に
適
合
し
た
仏
法

の
必
要

を
説

い
た
。
末
法
の
は
じ
ま
り
に

つ
い
て
は
、
仏
滅
後
五
百
年
後
、
六
百
年
後
、

七
百
年
後
、

一
千
年
後
、

一
千
二
百
年
後
、
千
五
百
年
後

の
説
が
あ

っ
て
定
ま
ら

な

い
と
す
る
が
、
今
と
い
う
時
が
末
法
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
論
じ
た
。

次
に
、
阿
弥
陀
信
仰

の
道
綽

(五
六
二
～
六
四
五
)
も
強
い
末
法
思
想
の
持
ち
主

　ゐ
　

だ

っ
た
。
彼

の

『
安
楽
集
』
に
は
、
時
機
相
応

の
教
え
が
説
か
れ

て
お
り
、
『
大

　ゆ
　

集
月
蔵
経
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
高
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
道
綽

は
自
分

の
時
代
を
、

五
堅
固
説
に
よ
る
な
ら
第
四

の
五
百
年

目
、
正
像
末
三
時

で
言
え
ば
末
法
に
当
た

る
と
認
識
し
て
い
た
と
い
う
。
道
綽

の
末
法
思
想
は
、
そ
の
後
、
迦
才
、
善
導
、

懐
感
、
法
照
な
ど
の
浄
土
教
家
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
私
見
で
は
、
彼
ら
の
末

法
思
想
は
、
末
法
の
解
決
を
経
典
通
り
弥
勒
仏
の
出
現
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
阿
弥
陀
信
仰

の
世
界

に
吸
収
、
併
合
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
に
そ
の
解
決
を

求
め
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
と
思
う
。
末
法

の
世
を
救
済
す
る
仏
を
弥

勒
か
ら
阿
弥
陀

へ
と
交
替
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
道
綽

は
、
今
は
末
法
で
、
五
濁
悪

世
で
あ
る
か
ら
、
浄
土

一
門

の
み
が
通
入
す

べ
き
路
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
論
じ
て

い
る
。

さ
ら
に
、
階
の
大
業
年
間

(六
〇
五
～
六

一
七
)
に
は
じ
ま
る
房
山
石
経
も
、
末

　お
　

法
思
想
に
立
脚
し
た
事
業
と
し
て
著
名

で
あ
る
。
発
願
者

の
静
碗
は
、
正
法
五
百

年
、
像
法
千
年
と
し
て
お
り
、
貞
観

二
年

(六
二
八
)
を
末
法
第
七
十
五
年
目
と

し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
彼
が
末
法
第

一
年
目
を
五
五
四
年
と
す

る
説

(こ
れ
は

あ
る
い
は
静
?
の
計
算
ち
が
い
で
、
五
五
二
説
と
同
様
の
考
え
に
立

っ
て
い
た
可
能
性
も

あ
る
)
に
立

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

唐
代

に
な
る
と
、
道
宣

(五
九
六
～
六
六
七
)
が
重
要

で
、
『
四
分
律
行
事
紗
』



『
四
分
律
比
兵
尼
紗
』
『
続
高
僧
伝
』
『
広
弘
明
集
』
『
集
古
今
仏
道
論
衡
』
『
中
天

竺
舎
衛
国
祇
?

寺
図
経
』
な
ど
、
多
く
の
著
作
で
末
法
思
想
に
触
れ
て
い
る
。
道

宣
は
、
ま
た
末
法
思
想
を
説
明
す
る
中

で
、
『
周
書
異
記
』
『
漢
法
本
内
伝
』
な
る

書
物
に
も
言
及
し
、
引
用
し
て
い
る

(『
続
高
僧
伝
』
巻
二
三
、
『
広
弘
明
集
』
巻

一
)
。

次
に
述

べ
る
よ
う
に
、

こ
の
二
書
は
中
国
に
お
け
る
末
法
思
想

の
発
展
を
考
え
る

上

で
看
過
で
き
な

い
書
物
に
な

っ
て
い
る
。
た
だ
、
多
作
な
道
宣

の
著
作
を
か
れ

こ
れ
比

べ
て
み
る
と
、
現
在
を
末
法
と
す
る
説
と
像
法
と
す
る
説

の
両
説
が
混
在

し
て
お
り
、
記
述
に
齟
齬
が

見
ら
れ
る
。
釈
迦

の
入
滅
年
に

つ
い
て
は
、
周
の
穆

王
五
十
二
年
壬
申
説
を
採

っ
て
い
る
。
道
慈
は
道
宣

の
強

い
影
響
を
受
け

て
い
る

か
ら
、
末
法
思
想

の
日
本

へ
の
将
来
に

つ
い
て
は
、
道
慈

の
活
動
お
よ
び
道
宣

の

説
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

釈
迦
の
入
滅
年
を
め
ぐ
る
二
つ
の
有
力
説
　

釈
迦

の
生
誕
年

・
死
没
年
に

つ
い

　
が
　

て
は
異
説
が
多
く
、
今
日
な
お
歴
史
的
事
実
と
し
て
の
年
次
を
確
定
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。
事
実
か
ど
う
か
を
別
に
す
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
い
く

つ
も

の
説
が
唱
え
ら
れ
、
そ

の
中
に
は
支
持
を
得
て
有
力
に
な

っ
た
説
も
あ

っ
た
。
私

は
、
事
実
は
ど
う
な

の
か
と
い
う
問

い
は
極
め
て
根
源
的

で
重
要
な
も
の
だ
と
考

え
る
が
、
同
時

に
、

こ
れ
ま
で
ど
う
考
え
ら
れ
て
き
た
か
と

い
う
問
題
も
、
歴
史

学

の
立
場
か
ら
す
る
と
極
め
て
重
要
な
問
い
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

で
は
、
は
た
し
て
中
国

で
は
ど
う
考
え
ら
れ
て
き
た

の
か
。
楠

山
春
樹
氏
に
よ

　
れ
　

れ
ば
、
釈
迦
の
生
没
年
に

つ
い
て
は
六
朝
中
期
頃
か
ら

い
く

つ
か
の
説
が
唱
え
ら

れ
、
や
が
て
次

の
二

つ
の
説
が
有
力
に
な

っ
て
い

っ
た
と

い
う
。

一
つ
は
、
①
東

周
荘

王
十
年
生
誕
、
匡
王
四
年
入
滅
と
す
る
説

で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
②
西
周

昭
王
二
十
四
年
甲
寅
四
月
人
日
生
誕
、
穆
王
五
十
二
年
壬
申

二
月
十
五
日
入
滅
と

す
る
説
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
最
初
に
有
力
に
な

っ
た
の
は
①
だ

っ
た
。

こ
れ
は
、

『
太
子
瑞
王
本
起
経
』
『
普
曜
経
』
な
ど
に
見
え
る
釈
迦
誕
生
時

の
奇
瑞
が

『
春

　　
　

秋
』
や

『
左
伝
』
に
見
え
る
星

の
異
変
記
事
と
合
致
す

る
と
解
釈
し
て
、
そ
こ
か

ら
釈
迦

の
生
誕
年
を
荘
王
十
年
に
比
定
す
る
と

い
う
説

で
あ
る
。

こ
の
説

の
初
見

　
　
り

は

『
魏
書
』
釈
老
志
で
、
の
ち
北
周
の
道
安

の

『
二
教
論
』
巻
十

一
に
継
承
さ
れ

て
い
っ
た
。
後
者
に
は

『
荘
王
別
伝
』
な
る
書
物
が
引
用
さ
れ
、
こ
れ
が
論
拠

の

　
ゆ
　

一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
楠
山
氏
に
よ
れ
ば
、
『
荘
王
別
伝
』
な
る
書

物
は
こ
の
説
を
補
強
す
る
た
め
に
虚
構
さ
れ
た
偽
書
に
ほ
か
な
ら
な

い
と

い
う
。

　
　
　

①
説
は
、
や
が

て
晴

の
費
長
房

『
歴
代
三
宝
記
』
に
継
承
さ
れ
、
釈
迦
の
生
没
年

の
有
力
説
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

一
方
、
②
説
は
北
斉

の
法
上
が
主
張
し
た
説
で
、
そ
の
論
拠
と
し
て

『
穆
天
子

別
伝
』
な
る
書
物
が
掲
げ
ら
れ
た
。
『
穆
天
子
別
伝
』

は
、
晋

の
太
康

元
年

(
二

八
〇
)
に
汲
郡
に
あ
る
戦
国
魏

の
安
釐

王
の
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
だ
と

い
う
触

　
れ
り

れ
込
み
の
書
物
だ
が
、
楠

山
氏
に
よ
れ
ば
、
六
朝
末
成
立

の
偽
書
と
見
な
す
べ
き

も

の
だ
と
い
う
。
②
説
は
、
当
初
は
少
数
説
だ

っ
た
が
、
や
が
て
唐
代
に
な
る
と

多
数
説

へ
と
成
長
し
て
い

っ
た
。

そ
の
中
心

に
立

っ
た

の
は
法
琳

(五
七
二
～
六

　ゆ
　

　
　
　

四
〇
)
だ

っ
た
。
彼

は

『
破
邪
論
』
『
弁
正
論
』

で
こ
の
説
を
大

い
に
宣
揚

し
た
。

そ

の
際
、
論
拠
と
な
る
書
物
と
し
て
提
示
さ
れ
た
の
が

『
周
書
異
記
』
な
る
書
物

で
あ
り
、
関
連
す
る
書
物
と
し
て
言
及
さ
れ
た

の
が

『
漢
法
本
内
伝
』

で
あ

っ
た
。

『
周
書
異
記
』
は
、
楠
山
氏
に
よ

っ
て
全
文
が
復
元
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は



『
春
秋
』

の
記
事

に
対
抗
す
る
た
め
に
虚
構
さ
れ
た
偽
書

に
ほ
か
な
ら
ず
、
「
法

琳
そ
の
人
、
或

い
は
彼
に
近

い
人
」
に
よ

っ
て
偽
作
さ
れ
た
も

の
だ
と
い
う
。

一

　あ

　

方

の

『
漢
法
本
内
伝
』
は
、
吉
岡
義
豊
氏
に
よ
れ
ば
、
仏
教
と
道
教
が
対
立
す
る

状
況
の
中
、
仏
教

の
優
位
を
主
張
す
る
た
め
に
偽
作
さ
れ
た
書
物

で
、
六

一
八
年

以
降
六
二
四
年
以
前

の
成
立
と
見
る
べ
き
も
の
だ
と

い
う
。
同
書
は

『
破
邪
論
』

　ゆ
　

に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
全
文
が
智
昇

『
続
集
古
今
仏
道
論
衡
』

に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
吉
岡
氏
は
、

こ
の
書
物
は
、
法
琳
か
、
も
し
く
は

「法
琳
、
道
宣
の
線

上
に
あ
る
人
物
」
に
よ

っ
て
創
作
さ
れ
た
偽
書
だ
と
結
論
し
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
②
説
は
偽
書
に
偽
書
を
重
ね
て
主
張
さ
れ
た
説
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
れ
が
功
を
奏

し
た

の
か
、
①
説
を
し
の
い
で
、

つ
い
に
唐
代
に
お

け
る
最
有
力
説

へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。

こ
の
説
に
立
脚
し
、
か

つ
正
法
五
百
年
、

像
法

-
千
年
、
末
法

一
万
年
説
を
採
る
な
ら
、
末
法

の
始
ま
る
年
次
は
、
南
朝
で

は
梁

の
元
帝

の
承
聖

元
年

(五
五
二
)
、
北
朝

で
は
北
斉

の
文
宣
帝

の
天
保
三
年

(五
五
二
)
と
な
る
。
中
国
で
は
、

こ
う
し
て
、
五
五
二
年
に
末
法
に
入

っ
た
と

す
る
考
え
方
が

一
般
的
に
な

っ
て
い
っ
た
。

『
日
本
書
紀
』
と
中
国
の
末
法
思
想

中
国
に
お

い
て
唱
え
ら
れ
た
釈
迦
の
生

誕
年

・
死
没
年
、
お
よ
び
そ
れ
に
連
動
し
て
設
定
さ
れ
た
末
法
第

一
年
目
は
、
歴

史
的
事
実
と
し
て
の
釈
迦

の
生
没
年
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
と
る
に
足
ら
な

い
妄
説
と
し
て
退
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
に
す
ぎ
な

い
。
楠
山
氏
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
望
月
信
享

『
仏
教
大
年
表
』

の
序
論
に
は
、
「
法
上
、
道
安
、
費
長
房
、
法

琳
及
び
賛
寧
等
が
、
春
秋
若
く
は
周
書
異
記
に
基
づ
き
推
定
し
た
る
年
代
は
、
固

ハれ
　

よ
り
価
値
な
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
の
通
り
な
の
で
あ
る
が
、
し
か

し
、
そ
う
し
た
説
が
中
国
仏
教
に
お
い
て
主
流
に
な

っ
て
広
く
流
通
し
、
さ
ら
に

日
本

に
お
い
て
も
広
く
流
通
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
を
軽
視
す
る
わ
け
に
は
い

か
な

い
。
小
論

の
テ
ー

マ
で
あ
る

『
日
本
書
紀
』

に
お
い
て
も
、

こ
の
説
に
よ

っ

て
仏
教
伝
来

の
年
次
が
設
定
さ
れ
、
仏
教
伝
来
記
事
お
よ
び
関
連
記
事
が
創
作
さ

れ
て
い

っ
た
。
そ

の
こ
と

の
歴
史
的
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
私
は
考
え
て

い
る
。

ハれ
　

最
澄
に
仮
託
し
て
平
安
時
代
末
期
頃
に
書
か
れ
た
偽
書

『
末
法
灯
明
記
』
を
見

る
と
、
『
大
集
経
』

の
説
く
五
堅
固
説
、
そ
し
て
②

の
説
、
さ
ら
に
①

の
説
が
て

い
ね

い
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
末
法
灯
明
記
』

バゆ
　

は
日
本

の
中
世
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
中
国
に
お
い
て
も
、

日
本

に
お
い
て
も
、
末
法
思
想

の
宣
揚
に
は
し
ば
し
ば
偽
書
が
用
い
ら
れ
、
大
き
な
役

割
を
は
た
し
た
。
中
国
で
唱
え
ら
れ
た
釈
迦

の
生
誕

・
入
滅

の
年
月
日
や
末
法
の

第

一
年
目
に
つ
い
て
の
説
は
、
こ
う

し
て
目
本

の
中
世
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い

っ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、

日
本

の
古
代
仏
教
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を

与
え
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
。
私
た
ち
は
、
そ
の
事
実
を
正
し
く

歴
史
に
位
置
づ
け
、
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

[注
]

(
1
)

益
田
宗

「欽

明
天
皇
十
三
年
仏
教
渡
来
説

の
成
立
」
(坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念
会

編

『
古
代
史
論
集
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
二
年
)
。

(2
)

仏
書
刊
行
会
編

『
大

日
本
仏
教
全
書
』

一
一
二
、
聖
徳
太
子
伝
叢
書
、
名
著
普
及



会
、

一
九
七
九
年
復
刻
。

(3
)

『
皇
代
記
』

(『
群
書
類
従
』
第
三
輯

〈帝
王
部
〉
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
三

四
年
)。

(4
)

『
皇
代
記
付
年
代
記
』

(神
道
大
系
編
纂
会
編

『
神
道
大
系
　

神
宮
編
二
』

一
九
入

○
年
)。

(5
)

前

田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編

『
尊
経
閣
文
庫
影
印
集
成

一
四
　

二
中
歴
』

一
、
人

木
書
店
、

一
九
九
七
年
。

(6
)

『
善
光
寺
縁
起
』
(『
続
群
書
類
従
』
第

二
十
八
輯
上

〈釈
家

部
〉
続
群
書
類
従
完

成
会
、

一
九
二
七
年
)
。
同

(仏
書
刊
行
会
編

『
大
日
本
仏
教
全
書
』

一
二
〇
、
寺
誌

叢
書
第
四
、
名
著
普
及
会
、

一
九
八
〇
年
復
刻
)
。

-

(7
)

『
一
代
要
記
』

〈東
山
御
文
庫
本
〉

(神
道
大
系
編
纂
会
編

『
続
神
道
大
系
　

朝
儀

祭

祀
編
　

一
代
要
記

(
一
)』

二
〇
〇
五
年
)
。
同
書

の
小

口
雅
史

「解
題
」
が
有
益

で
あ
る
。
ま
た
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
平
松
文
庫

『
一
代
要
記
』

h
t
t
p
:
/
/
e
d
b
.
k
u
l
i
b
.
k
y
o
t
o
-
u
.
a
c
.
j
p
/
e
x
h
i
b
i
t
/
h
0
0
2
/
h
0
0
2
c
o
n
t
.
h
t
m
l

)
。

(8
)

仏
書
刊
行
会
編

『
大

日
本
仏
教
全
書
』

一
二

一
、
東
大
寺
叢

書
第

一
、
名
著
普
及

会
、

一
九
七
九
年
復
刻
。

(9
)

『
六
要
紗
』

(真
宗
聖
教
全
書
編
纂
所
編

『
真
宗
聖
教
全
書
』

二

宗
祖
部
、
大
八

木
興
文
堂
、

一
九
四

一
年
)
。

(10
)

日
本
思
想
大
系

『
親
鸞
』
岩
波
書
店
、

一
九
七

一
年
。

(11
)

田
村
圓
澄

「末
法
思
想
の
形
成
」

(『
史
淵
』
六
三
、

一
九
五
四
年
)。

(12
)

益
田
宗
注
(
1
)論
文
。

(13
)

井
上
薫

『
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六

一
年
。

(14
)

田
村
圓
澄

「欽
明
十
三
年
仏
教
渡
来
説
と
末
法
思
想
」
(『
日
本
歴
史
』

一
七
八
、

一
九
六
三
年
)。

(15
)

井
上
薫

「
日
本
書
紀
三
題
」
(『
日
本
歴
史
』

一
九
四
、

一
九
六
四
年
)。

(16
)

田
村
圓
澄

「
末
法
思
想
と
道
慈
」

(『
続
日
本
紀
研
究
』

=

一四
、

一
九
六
五
年
)

は
、
井
上
氏
の
批
判

に
対
し
て
、
同

一
人
物
が

一
方
で
唐

の
仏
教
に
対
し
て
優
越
感

を
示
し
、
他
方

で
唐

の
仏
教
に
比
べ
て
日
本

の
仏
教
の
欠
点
を
述

べ
た
と
し
て
も
矛

盾
す
る
と
は
思

わ
れ
な

い
と
反
論
す
る
が
、
説
得
的
で
は
な

い
。
そ
も
そ
も
、
日
本

の
仏
教
伝
来
年
を
末
法
第

一
年
目
に
設
定
す
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
唐

に
対
す
る
優

越
感
の
表
明
に
な
る
の
か
、
私
に
は
全
く
理
解
で
き
な

い
。

(17
)

こ
の
点
に

つ
い
て
の
私
見
は
、
す
で
に
拙
稿

「古
代
仏
教
史
再
考

」
(『
古
代
仏
教

を
よ
み
な
お
す
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
六
年
)
で
簡
単
に
述
べ
た

こ
と
が
あ
る
。

本
論
文
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
詳
説
す
る
も
の
で
あ
る
。

(18
)

水
野
柳
太
郎

「
日
本
書
紀
仏
教
伝
来
年
代

の
成
立

に

つ
い
て
」

(『
続

日
本
紀

研

究
』

一
二

一
、

一
九
六
四
年
)
。
同

「日
本
書
紀
仏
教
伝
来
記
事
と
道
慈
」

(『
続
日
本

紀
研
究
』

一
二
七
、

一
九
六
五
年
)。

(
19
)

小
谷
仲
男

「ガ

ン
ダ
ー
ラ
弥
勒
信
仰
と
階
唐

の
末
法
思
想
」
(気
賀
沢
保
規
編

『
中

国
仏
教
石
経

の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

一
九
九
六
年
)
。

(20
)

佐
藤
心
岳

「
那
連
提
耶
舎
と
末
法
思
想
」

(日
本
仏
教
学
会
編

『
仏
教
に
お
け
る
時

機
観
』
平
楽
寺

書
店
、

一
九
八
四
年
)
。
小
谷
注

(19
)
論
文
。

(21
)

『
大
方
等
大

集
経
』
大
正
新
修
大
蔵
経
第
一
三

巻
、
N
o
.
3
9
7

。

(22
)

『
蓮
華
面
経
』
大
正
新
修
大
蔵
経
第

一
二
巻
、
N
o
.
3
8
6

。

(
23
)

な
お
、

「法
滅

」

の
語
お
よ
び
概
念
は
、
那
連
提
耶
舎

以
前
か
ら
中
国
に
存
在
し

た
。
僧
祐

『
釈
迦
譜
』
巻

五
に
は

「釈
迦
法
滅
尽
縁
起
」

「釈
迦
法
滅
尽
相
記
」
が
見

え
る
。
後
者
は

『
法
滅
尽
経
』
に
基
づ
く
記
述
に
な

っ
て
い
る
。
彼

の
弟

子
の
宝
唱



の

『
経
律
異
相
』
(五

一
六
年
)
も

『法
滅
尽
経
』
を
引
用
し
て
法
滅
に

つ
い
て
述

べ

て
い
る
。
『
法
滅
尽
経
』

(注

(30
)
参
照
)
は
、
菊
地
章
太
氏

に
よ
る
な
ら
、
五
世
紀

末
～
六
世
紀
初
め
頃
に
成
立
し
た
中
国
撰
述

の
疑
偽
経
典
だ
と

い
う
。
『
法
滅
尽
経
』

に
つ
い
て
は
、
撫
尾
正
信

「法
滅
尽
経
に

つ
い
て
」

(佐
賀
龍
谷
短
期
大
学

『
龍
谷
論

叢
』
創
刊
号
,

一
九
五
三
年
)
。
平
秀
道

「
讖
緯
思
想
と
仏
教
経
典
」
(『龍
谷
大
学
論

集
』
三
四
七
、

一
九
五
四
年
)
。
藤
堂
恭
俊

「シ
ナ
仏
教
に
お
け
る
危
機
観
」

(『
仏
教

大
学
研
究
紀
要
』
四
〇
、

一
九
六

一
年
)。
菊
地
章
太

「あ
の
世

の
到
来
1

『
法
滅

尽
経
』
と
そ
の
周
辺
」

(田
中
純
男
編

『
死
後
の
世
界
ー

イ
ン
ド

・
中
国

・
日
本

の

冥
界
信
仰
』
東
洋
書
林
、
二
〇
〇

二
年
)。

同

『
弥
勒
信
仰

の
ア
ジ

ア
』
(大
修
館
書

店
、
二
〇
〇
三
年
)
な
ど
が
あ
る
。

(
24
)

小
谷
注
(19
)
論
文
。

(
25
)

杉
山
正
明

『
遊
牧
民
か
ら
見
た
世
界
史
』
日
経
ビ
ジ
ネ

ス
人
文

庫
、
二
〇
〇
三
年
。

(
26
)

『
南
岳
思
大
禅
師
立
誓
願
文
』
大
正
新
修
大
蔵
経
第
四
十
六
巻

、
N
o
.
1
9
3
3

。
中
国

仏
教
研
究
会

「『南
岳
思
大
禅
師
立
誓
願
文
』
註
解
」

(多
田
厚

隆
博
士
類
寿
祈
念
論

集
刊
行
会
編

『
天
台
教
学
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
九
〇

年
)。

(27
)

結
城
令
聞

「支
那
仏
教
に
於
け
る
末
法
思
想
の
興
起
」
(東
方

文
化
学
院
東
京
研
究

所

『
東
方
学
報
』
六
、

一
九
三
六
年
)。
仲
尾
俊
博

「慧
思
禅
師

の
末
法
思
想
」

(『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』

二
-

一
、

一
九
五
三
年
)
。
大

野
栄
人

「
南
岳
慧

思
の
末
法
思

想
」

(『
東
海
仏
教
』

一
九
、

一
九
七
四
年
)。
佐
藤
成
順

「『
立
誓
願
文
』
の
末
法
思

想
」
(『
中
国
仏
教
思
想
史
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
八
五
年
)
な
ど
。

(28
)

恵
谷
隆
海

「南
岳
慧
思
の
立
誓
願
文
は
偽
作
か
」

(『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
六
-

二
、

一
九
五
八
年
)。
な
お
、
そ
の
後
の
議
論
に
関
し
て
は
、
川
勝
義
雄

「中
国
的
新

仏
教
形
成

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ー

南
岳
慧
思
の
場
合
i

」
(福
永
光
司
編

『中
国
中

世
の
宗
教
と
文
化
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

一
九
人

一
年
)
、
注

(26
)

「『
南

岳
思
大
禅
師
立
誓
願
文
』
註
解
」
な
ど
。

(29
)

現
代
語
訳
は
注

(26
)

「『
南
岳
思
大
禅
師
立
誓
願
文
』
註
解
」
を
参
照
し
、
私
見
を

ま
じ
え
た
。

(30
)

『
法
滅
尽
経
』
大
正
新
修
大
蔵
経
第

一
二
巻
、
N
o
.
3
9
6

。
由
木
義
文

『
法
滅
尽
経

…

す
べ
て
は
滅
び
る
の
か
』
大
蔵
出
版
、

一
九
九
三
年
。

(31
)

高
雄
義
堅

「末
法
思
想
と
晴
唐

諸
家

の
態
度
」

(『
中
国
仏
教
史
論
』
平
楽
寺
書

店
、

一
九
五
二
年
)。
道
端
良
秀

「中
国
に
お
け
る
末
法
思
想
」

(『
中
国
仏
教
思
想
史

の
研
究
』
平
楽

寺
書
店
、

一
九
七
九
年
)。

(32
)

矢
吹
慶
輝

『
三
階
教
之
研
究
』
岩
波
書
店
、

一
九
二
七
年
。
木
村
清
孝

「信
行

の

時
機
観
と
そ
の
意
義
」
(注

(20
)
『
仏
教

に
お
け
る
時
機
観
』
)
。
西
本
照
真

『
三
階
教

の
研
究
』
春
秋
社
、

一
九
九
八
年
、
な
ど
。

(33
)

『
安
楽
集
』

大
正
新
修
大
蔵
経
第
四
七
巻
、
N
o
.
1
9
5
8

。
ま
た
、
『
浄
土
真
宗
聖
典

七
祖
篇

(原
典
版
)
』
本
願
寺
出
版
社
、

一
九
九
二
年
。
『
浄
土
真
宗
聖
典

七
祖

篇

(註
釈
版
)
』
本
願
寺
出
版
社
、

一
九
九
六
年
。

(34
)

高
雄
注
(31
)
論
文
。

(35
)

塚
本
善
隆

「
房
山
雲
居
寺

の
石
刻
大
蔵
経
」
(『
塚
本
善
隆
著
作
集
五
 
中
国
近
世
仏

教
史

の
諸
問
題
』
大
東
出
版
社
、

一
九
七
五
年
)。
気
賀
沢
保
規
編

『中
国
仏
教
石
経

の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

一
九
九
六
年
。

(36
)

す
で
に
、
村
上
専
精

「釈
迦
牟
尼
仏
出
誕
入
滅

の
月

日
考
」
(『
仏
教
史
林
』
第

一

編

の

一
、
二
、

一
八
九
四
年
)
に
基
本
的
な
考
察
が
見
ら
れ
る
。

(37
)

楠
山
春
樹

「
中
国
仏
教
に
お
け
る
釈
迦
生
滅

の
年
代
」

(平
川
彰
古
稀
記
念
論
集

.

『仏
教
思
想

の
諸
問
題
』
春
秋
社
、

一
九
八
五
年
)。



(
38
)

な
お
、
近
年

の
研
究

に
よ
れ
ば
、
『
左
伝
』
は

『
春
秋
』

の
伝
で
は
な

く
、
『
春

秋
』
に
対
抗

し
て
創
作
さ
れ
た
も
う

一
つ
の
年
代
記
で
あ

っ
た

と
い
う
。
平
勢
隆
郎

『
中
国
古
代
の
予
言
書
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
〇
年
。

同

『
よ
み
が
え
る
文

字
と
呪
術

の
帝
国
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇

一
年
。

(
39
)

『
二
教
論
』

(『
広
弘
明
集
』

巻
第

八
所
引
、
大

正
新
修

大

蔵
経
第

五

二
巻
、

N
o
.
2
1
0
3

)
。

(
40
)

楠
山
注

(37
)
論
文
。

(
41
)

『
歴
代
三
宝
記
』
大
正
新
修
大
蔵
経
第
四
九
巻
、
N
o
.
2
0
3
4

。

(
42
)

楠
山
注

(37
)
論
文
。

(
43
)

『
破
邪
論
』
大
正
新
修
大
蔵
経
第
五
二
巻
、
N
o
.
2
1
0
9

。

(44
)

『
弁
正
論
』
大
正
新
修
大
蔵
経
第
五
二
巻
、
N
o
.
2
1
1
0

。

(45
)

吉
岡
義
豊

「道
仏
二
教
の
対
弁
書
と
し
て
の

『
漢
法
本
内
伝
』

の
成
立
に

つ
い
て
」

(『
道
教
と
仏
教

第

一
』
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
〇
年
再
刊
)
。

(46
)

『
続
集
古
今
仏
道
論
衡
』
大
正
新
修
大
蔵
経
第
五
二
巻
、
N
o
.
2
1
0
5

。

(47
)

望
月
信
享

『
仏
教
大
年
表
』

一
九
〇
九
年
、
増
訂
版

-
九
三
〇

年
,
世
界
聖
典
刊

行
協
会
、
増
訂
四
版

一
九
五
六
年
。

(48
)

『
末
法
灯
明
記
』

(『
伝
教
大
師
全
集
』

一
、
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、

一
九
七
五
年
)
。

(49
)

楠
山
注

(37
)
論
文
に
復
元
掲
載
さ
れ
る

『
周
書
異
記
』
を
見
れ

ば

一
目
瞭
然

の
こ

と

で
あ
る
が
、
②
説
で
は
釈
迦

の
入
滅
年
は

「穆
王
五
十
二
年
壬

申
」
と
さ
れ

て
い

る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
流
通
の
過
程
で
い
つ
し
か

「五
十
二
年

壬
申
」

で
は
な
く
、

「五
十
三
年
壬
申
」
と
す
る
誤
説
が
広
ま
る
よ
う
に
な

っ
て
い

っ
た

(た
だ

し
ど
ち

ら
も
干
支
が
壬
申
で
あ
る
た
め
、
末
法
に
入
る
年
次

の
計
算
は
同

一
に
な
る
)
。
推
察

す
る
に
、
お
そ
ら
く

『
末
法
灯
明
記
』
が

「五
十
三
年
壬
申
」
と

し
た

の
が
後
世
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば

『
神
皇
正
統
記
』
は

「五
十

三
年
壬
申
」
と

し
て
い
る
。
近
代
で
も
、
橋
川
正

「平
安
末
期
に
於
け
る
末
法
到
来

の
意
識
」

(『
仏
教

研
究
』
六
－
三
、

一
九
二
五
年
)
、
寺
崎
修

一

「
日
本
末
法
思
想
の

史
的
考
察
」

(『
文
化
』

一
-

四
、

一
九
三
四
年
)
、
田
村
注

(
11
)
論
文
。
数
江
教

一

『
日
本

の
末
法

思
想
』

(弘
文
堂
、

一
九
六

一
年
)
、
田
村
注

(
14
)
論
文
。
注
(
16
)
論

文
。
益
田
注

(
1
)
論
文
。
水

野
注
(
18
)
論
文
。
小
谷
注
(
19
)
論
文
な
ど
み
な

「五
十

三
年
」
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
や
は
り
正
し
く

「五
十
二
年
壬
申
」
と
し
て
議
論

を
進
め
る
べ
き
だ

と
私
は
考
え
る
。
な
お
、
『
教
行
信
証
』
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う

に
、

「五
十

一
年
壬
申
」
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
流
通

の
過
程
で
生
じ
た
誤
説
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(
つ
づ
く
)


